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そ
こ
知
り

志
太

城
之
腰
村
戸
長
か
ら
郡
会
議
員
へ

　

山
口
平
右
衛
門
は
、
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）
三
月
、
焼
津

町
城
之
腰
村
の
山
口
平
次
郎

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
若
い
頃
か
ら
意
志
が
強
く

行
動
力
に
富
ん
だ
漁
業
者
と
し

て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

に
は
、
二
十
四
歳
で
城
之
腰
村

の
庄
屋
と
な
り
、
明
治
十
五
年

に
は
、
城
之
腰
村
の
戸
長
と
な

り
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
、

近
隣
十
二
ケ
村
が
合
併
し
、
焼

津
村
に
な
る
と
、
村
会
議
員
に
、

明
治
三
十
二
年
に
は
、
志
太
郡

会
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

鰹
節
の
品
質
向
上
に
尽
力

　

平
右
衛
門
の
名
前
が
表
舞
台

に
登
場
す
る
の
は
、
明
治
一
七

年
、
魚
商
団
体
と
仲
買
問
屋
と

約
定
書
を
交
わ
し
た
四
十
七
歳

の
時
。
城
之
腰
仲
町
副
総
代
、

城
之
腰
仲
買
人
、
城
之
腰
村
戸

長
と
い
う
立
場
で
し
た
。

　

最
初
に
取
組
ん
だ
の
は
、
鰹

節
で
し
た
。
当
時
の
焼
津
の
鰹

節
は
粗
悪
で
、
低
い
評
価
で
し

た
。
明
治
二
十
一
年
に
は
、
水

産
物
製
造
販
売
組
合
を
設
立
。

副
取
締
役
に
就
任
し
、
取
締
役

の
村
松
善
八
と
共
に
伊
豆
・
田

子
村
に
出
掛
け
、
鰹
節
製
造
法

を
調
査
。
焙
乾
を
強
化
し
、
飛

躍
的
に
品
質
を
高
め
ま
し
た
。

明
治
二
十
三
年
、
焼
津
水
産
会

社
を
設
立
す
る
と
、
鰹
節
の
技

術
習
得
と
向
上
の
為
、
県
知
事

に
焼
津
へ
の
講
師
派
遣
依
頼
。

焼
津
水
産
翁
・
山
口
平へ

い

え

も

ん

右
衛
門

焼
津
漁
業
組
合
初
代
組
合
長

浜
通
り
海
岸
堤
防
建
設
に
尽
力

と
し
て
解
決
に
当
た
り
ま
し
た
。

海
岸
堤
防
の
建
設
に
奔
走

　

明
治
三
十
年
前
後
に
焼
津
で

高
波
被
害
が
続
出
す
る
と
、
自

ら
堤
防
修
築
委
員
と
な
り
、
ま

ず
、
石
堤
試
験
工
事
を
県
に
申

請
し
て
、
工
事
に
着
手
。
結
果

が
良
好
だ
っ
た
た
め
、
随
時
堤

防
工
事
を
進
め
、
明
治
四
十
年

つ
い
に
浜
通
り
の
石
積
み
堤
防

（
高
さ
七
～
八
ｍ
、
長
さ
一
ｋ

ｍ
）
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
六
年
、
漁
業
権
の

享
有
を
目
的
に
、
焼
津
漁
業
組

合
を
設
立
し
、
初
代
組
合
長
と

な
り
、
大
正
四
年
に
没
す
る
ま

で
組
合
長
を
務
め
ま
し
た
。

焼
津
町
生
産
組
合
を
設
立

　

明
治
四
十
年
、
石
油
発
動
機

搭
載
の
漁
船
が
次
々
と
建
造
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
片
山
七

兵
衛
ら
が
地
元
の
有
力
者
出
資

に
よ
る
東
海
遠
洋
漁
業
を
設
立
。

翌
年
、
平
右
衛
門
と
服
部
安
次

郎
は
、
地
域
住
民
か
ら
出
資
を

募
り
焼
津
町
生
産
組
合
を
設
立
。

弱
小
漁
業
者
の
漁
船
動
力
化
、

大
型
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

漁
船
の
利
用
料
や
利
益
分
配
に

公
平
を
期
し
、
生
活
の
安
定
し

な
い
漁
師
た
ち
に
貯
蓄
を
奨
励

し
ま
し
た
。
こ
の
組
合
が
、
現

在
の
焼
津
信
用
金
庫
で
す
。

　

明
治
四
十
三
年
、
平
右
衛
門

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
藍
綬
褒
章

を
受
章
。
大
正
四
年
、
七
十
九

歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。
焼
津
神

社
に
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
ね

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元
気

な
焼
津
に
し
て
い
く
た
め
の
予
算

を
考
え
ま
し
た
。
市
長
に
な
っ
て

二
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

予
算
で
や
っ
と
自
分
な
り
の
予
算

編
成
が
少
し
出
来
た
感
じ
で
す
。

新
規
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

　

子
供
た
ち
の
命
を
守
る
意
味

で
民
間
の
保
育
園
の
耐
震
補
強

補
助
、
そ
し
て
子
供
た
ち
を
育

て
る
意
味
で
、
子
供
手
当
と
保

育
園
の
建
設
、
学
校
長
の
裁
量

で
教
育
活
動
を
推
進
し
よ
う
と

各
学
校
に
百
万
円
ず
つ
予
算
を

つ
け
ま
し
た
。
病
院
に
つ
い
て

は
、
繰
出
金
を
増
額
し
て
、
安

心
な
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
構
想
案
が
で
き
ま
し
た

　

今
、
第
五
次
の
焼
津
市
総
合

計
画
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

基
本
構
想
案
が
ま
と
ま
り
、
現

在
、
市
民
か
ら
意
見
を
募
集
し

て
い
ま
す
。「
人
が
キ
ラ
リ　

海

が
キ
ラ
リ　

ま
ち
を
キ
ラ
リ　

活

力
と
自
然
の
恵
み
に
満
ち
た
ま
ち

　

焼
津
」
を
将
来
都
市
像
と
し
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

焼
津
平
和
賞
が
話
題
で
す
ね

　

こ
れ
は
、
世
界
的
に
も
核
廃
絶

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

第
五
福
竜
丸
の
水
爆
被
災
と
い
う

歴
史
を
持
つ
焼
津
市
の
使
命
と
し

て
、
広
島
、
長
崎
と
連
携
し
な
が

ら
、
核
廃
絶
と
世
界
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
訴
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
現
在
、
全
市
を
上
げ

て
核
廃
絶
の
署
名
活
動
も
さ
れ
て

い
て
、
六
月
三
十
日
に
は
、
世
界

に
向
け
て
「
焼
津
平
和
賞
」
を
発

信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
市
長
の
夢
、
構
想
は

　

ま
ず
は
、
市
民
の
健
康
増
進
と

と
も
に
焼
津
を
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ

カ
に
し
た
い
。
常
に
全
国
大
会
が

開
か
れ
、
市
民
も
全
国
と
交
流
で

き
、
地
域
も
潤
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
三
つ
の
港
を
有
す
る
と
い

う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
水
産

業
も
活
性
化
し
て
い
き
た
い
。
将

来
的
に
は
、
高
草
山
と
い
う
宝
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
志
太

の
交
流
が
地
域
の
力
に
な
る
の
で
、

「
む
る
ぶ
」
に
も
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

市
民
参
加
で
元
気
な
焼
津
づ
く
り

　

田
中
城
の
南
東
に
あ
っ
た
か

つ
て
の
城
主
の
別
荘
、
下
屋

敷
の
跡
に
「
史
跡
田
中
城
下

屋
敷
」
は
あ
り
ま
す
。
そ
の

シ
ン
ボ
ル
が
、
田
中
城
本
丸

櫓
で
す
。
記
録
に
は
、
本
丸
に

「
御
亭
」（
お
ち
ん
）
と
呼
ば

れ
る
二
階
建
て
の
建
物
が
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
後
、
田
中
奉
行

と
な
っ
た
高
橋
伊
勢
守
（
泥

舟
・
で
い
し
ゅ
う
）
が
城
の

解
体
に
あ
た
っ
て
、
明
治
三

年
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
村
山
家
に

払
い
下
げ
、
移
築
さ
れ
て
残
っ
た

大
変
貴
重
な
建
物
で
す
。
屋
根

は
元
杉
皮
葺
で
し
た
が
、
民
家
と

な
っ
て
桟
瓦
葺
と
な
り
、
現
在
は

銅
板
葺
で
す
。

　

二
階
に
は
、
幕
末
の
三
舟
と
称

さ
れ
た
泥
舟
の
扁
額
と
地
元
出
身

の
書
家
、
沖
六
鵬
の
「
光
風
霽
月

楼
」
の
扁
額
が
並
ん
で
い
ま
す
。

伝
習
所
を
設
け
、
高
知
の
川
内

弥
之
助
の
指
導
を
仰
ぎ
、
明
治

二
十
八
年
の
第
四
回
内
国
勧
業

博
覧
会
で
は
村
松
善
八
が
鰹
節

の
部
で
有
功
一
等
賞
を
受
賞
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

水
産
物
の
開
発
か
ら
紛
争
処
理

　

同
時
期
、
平
右
衛
門
は
、
貿

易
品
と
し
て
の
水
産
物
の
開
発

に
取
組
み
、
農
商
務
省
と
県
の

勧
誘
で
塩
鯖
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
輸
出
。
日
清
戦
争
時
に

は
、
陸
軍
省
の
求
め
に
応
じ
魚

類
の
缶
詰
を
納
入
し
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
九
年
、
漁
場
が
拡

大
、
神
津
島
、
三
宅
島
の
島
民

と
の
間
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
際

に
は
、
駿
遠
両
国
漁
業
者
代
表

◀
焼
津
神
社
の
顕
彰
碑

清
水  

泰ひ
ろ
し

焼
津
市
長

人
を
繋
ぐ

志
太

田
中
城
本
丸
櫓



焼津グランドホテル

かんぽの宿

船舶無線通信発祥地記念塔

当目山香集寺

殿山

原田本家長屋門 モ
ト
ミ
チ(

旧
池
谷
街
道)

国
道
150
号
線

当
目
大
橋

コミュニティ
防災センター

当目小橋

飴屋河合

鰻屋跡
(小泉八雲ゆかりの店 )

石脇川 (旧花沢川 )

いぼ地蔵

賃取橋跡

題目塔

民宿柳亭 昔のカツオ船
発着場

グラウンド

広
場

広
場

駿河湾

瀬戸川

ＷＣ

茶寮游石

海亀供養墓
三界万霊等

マリアナ観音

三界万霊塔

無縁塔

海亀供養墓

ドーノマ

弘徳院

火防地蔵

虚空蔵山登口

道標

虚空蔵山
（当目山）

仁王門

那閉神社

ＷＣ

カ
ン
ノ
岩
（
昔
、
岩
の
上
に
鳥
居
が
あ
り
ま
し
た
）

浜
当
目
海
水
浴
場

御座穴

※地図の道はかなり
　省略されています。
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浜当目は、遠目とも書き、古くは那閉崎といいました。江戸
時代は藤枝の田中藩の領地でした。浜当目は、海と川と山で
仕切られていて、島のような雰囲気の地域でした。
江戸時代から塩業が盛んで、明治半ばでも、塩業が6割強を
占めていました。明治の終わりに塩専売法により塩業は衰退し、
ちょうどその頃動力船の時代となり、浜当目は、カツオ漁
業の村へと変貌を遂げ、昭和32年には、船元12軒、カ
ツオマグロ船16隻を有するまでになります。そして、三世

代、もしくは本家、分家という系譜で船に乗る「イットー」とい
う慣習が生まれました。
また、浜当目の中心を東西に貫く道(池谷街道)は、モトミチ、
またはホンミチといわれました。浜当目には、細い路地
が複雑に融合し、昔ながらの風情を感じる貴重なま
ち並みと昔ながらの風習と人情が残っています。

浜当目を歩こう

あらゆる世界の、鳥や
獣までを含む全ての霊
をここに宿して供養を
する、というのがこの
三界万霊等です。

⑩三界万霊等
明治23年に建てられた
ものです。

⑬三界万霊塔

家康が敗走する途中で隠
れたとされ、御座穴とい
う名がついたといわれてい
ます。

④御座穴

原田本家と分家で祀っ
ている珍しい風習のお
地蔵様で8月の地蔵盆
に弘徳院の住職を迎え
て供養します。

⑭いぼ地蔵

昭和40年台風29号によ
り、マリアナ海域で遭
難した若者たちの供養
のため、昭和41年に建
立されました。

⑪マリアナ観音
無縁墓を集めて建てら
れたものです。

⑫無縁塔

明治35年に建てられた道
標です。

③道標

大正15年9月に建てら
れた塔で日蓮の題目7
文字「南無妙法蓮華経」
と文字の先を跳ねた書
体で彫られています。

⑯題目塔

釣具店の隣、今は更地ですが、小泉八雲が来焼した
頃、通称鰻屋といわれた鰻料理専門の小料理屋があ
り、八雲一家が時折訪れました。

⑮鰻屋跡

塩業で財を成し、源太
夫島から移転してきた
といわれ、河合本家と
ともに浜当目の庄屋を
努めていました。裏手
に屋敷墓があり、山の
神を祀っています。

⑰原田本家長屋門

虚空蔵山の参道の入
り口に近い曲がり角
に ｢ドーノマ｣ と呼ば
れる広場があります。
昔は、二倍の広さが
あり、村の人々が集う
広場でした。現在は
防火用水になっていて、
那閉神社のお祭りの時には、大幟が立てられます。

⑧ドーノマ

こちらの供
養墓は、祠
で、 昭 和62
年に、八千
代丸と三国
丸が立てた
もので、三界
万霊等の前
にあります。

⑨海亀供養墓

昭和30年頃までアカウミガメが産
卵に来ていました。亀を大切にす
れば漁が続き、海岸に上がった亀
にはお神酒を飲ませ、亡くなった亀
は丁重に葬りました。事代丸と七
右衛門丸が昭和28年に立てたもの
で、隣には亀をかたどったツゲの木
が植えられています。

⑦海亀供養墓

弘法大師によって815年に真言宗の香信楽寺として創建され、その後、曹洞宗
に改宗。本尊の虚空蔵菩薩は聖徳太子の作で、「京都嵐山」「伊勢朝熊」と並
ぶ日本三大虚空蔵尊の一つ。仁王門と本堂右横の焼津市最古の石灯籠は市の
指定文化財。縁日の2月23日はだるま市で賑わいます。
山頂までは徒歩20分。「壹町目」から「六町目」までの丁石や石灯籠、お地蔵
様などを楽しみながら登れます。現在は、弘徳院が管理しています。

①当目山香集寺（とうめさん　こうしゅうじ）

延喜式内社に記載され
ている由緒ある神社で
509年に物部氏の勧請
によって創建されまし
た。はじめは、当目山
に鎮座し、その後海中
の神の岩、そして現在
地に遷座しました。裏山の当目山がご神体であっ
たともいわれています。祭神は、大国主命と八重
事代主命です。浜当目の漁師たちにとっては精神
的な柱であり、出漁しても秋の大祭には戻ってきた
といわれています。

⑥那閉 (なへ ) 神社
明治初期まで浜当目に
は4寺がありましたが廃
寺となり、全ての檀家を
引き受けて明治10年に
野秋から現在地に移転
し、現在に至っています。
かつて浜当目は田中藩の領地であったため、田中
藩主奉納の絵馬(弘徳院・香集寺)が伝わっています。
墓は境内と浜の自然堤防沿いにあり、墓石が防波
堤の役目も果たしています。境内には、アメリカの
水爆実験により亡くなった第五福竜丸の久保山愛
吉さんのお墓があります。

⑤弘徳院

香集寺の隣にあり、日本で初めて船舶無
線電信の実験をしたことで知られている
ピラミッド型の記念塔です。

②船舶無線通信発祥地記念塔

●参考文献
　「浜当目の民俗」（焼津市）
　「焼津市史民俗編）（焼津市）等
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藤枝江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117
共立印刷・むるぶ	 054-635-4651

薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

　今月号からむるぶが焼津市にも配布される
ようになり、藤枝・焼津版として、８万２０００
部の情報紙となりました。志太地域の広域な
情報をお届けしたいと思っています。むるぶは、
印刷会社と新聞販売店のコラボレーションとい
う新しい形の地域を応援する情報紙です。読
者プレゼントの景品も増えました。（風雲子）

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝・焼津
市内の図書館で閲覧できます。




